
「市民参加応援隊」の運用について（案）
１　結成の経過，目的

　○　京都市市民参加推進フォーラム（以下「フォーラム」という。）が，市民参加による事業の推進に実績のある本市職員やそのＯＢ，大学教員等に呼び掛けを行い，これに応じた有志より任意に組織された「市民参加応援隊」（以下「応援隊」という。）を結成する。
○　応援隊は，市民参加による事業推進等に取り組むに当たっての職員の悩みや疑問に対して，これまでに蓄積してきた経験や知識に基づいたアドバイスを行ってノウハウの伝承を進め，もって本市における市民参加による市政運営の更なる活性化に寄与することを目的とする。
２　本市における位置付けと活動内容
　○　応援隊は，フォーラムの呼び掛けに応じた本市職員，本市ＯＢ職員，非常勤嘱託員，大学教員で構成される任意の組織とする。

　○　市民参加による事業の推進を進めている所属の職員から相談の要望があった場合，フォーラムの事務局である市民協働政策推進室が窓口となって受け付け，相談内容を応援隊の代表者に伝え，対応を要請する。

　○　市民協働政策推進室は，応援隊で対応可能なメンバーと相談の要望のある所属との日時等の調整を行い，応援隊のメンバーは可能な範囲で相談に応じ，アドバイスを行う。

　　　相談の例
　　　　・　ワークショップの多様な手法について教えて欲しい。（マンネリ化しているので）

　・　ワークショップで，参加者の意見がまとまらず，合意が取れなくて困っている。意見のまとめ方のコツを教えて欲しい。
　　　　・　ワークショップへの参加の輪が広がらない。広げ方のコツを教えて欲しい。
３　応援に応じる職員の服務上の整理

　○　職員

　　　市民協働政策推進室から応援を依頼する職員の上司へ応援の承諾依頼を行う。業務に支障のない範囲で対応を依頼する。
　○　非常勤嘱託員

　　　本市での勤務日以外での対応とする。

　　　
４　メンバー構成

　　市民参加推進フォーラムからの呼び掛けに応じた次の１１名で構成し，活動を開始する。（五十音順）

　　乾　　亨　（京都市市民参加推進フォーラム座長，立命館大学産業社会学部教授）

　　片山　博昭（建設局水と緑環境部緑政課長）

　　北川　洋一（伏見区区民部まちづくり推進課長）

　　佐藤　友一（文化市民局市民生活部地域づくり推進課嘱託（まちづくりアドバイザー），京都市未来まちづくり１００人委員会委員）
　　高畑　重勝（東山区区民部まちづくり推進課長）

　　谷口　知弘（京都市市民参加推進フォーラム委員，同志社大学大学院総合政策科学研究科教授）

　　寺本　健三（本市ＯＢ（元景観・まちづくりセンター次長））

　　中谷　香　（伏見区深草支所区民部まちづくり推進課長）
　　林　　建志（総合企画局政策企画室政策企画課長）

　　平家　直美（都市計画局公共建築部長）

　　吉田　真稚恵（東山区区民部総務課長）
５　付随する取組（案）
　　平成２２年度に，若手職員を対象として，市民参加の事例を紹介し，市民参加の意義やノウハウの伝承を行うことを目的とした職員研修（庁内事例発表会）を実施し，応援隊のメンバーに講師をお願いする。ここでは，今の職員が市民参加での市政運営のどのようなことに悩んでいるかの拾い上げを行い，どのように乗り越えていけば良いかを議論し，この研修で得られた結果を，新たな市民参加推進計画に生かす。
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